
参考資料 

北九州港（ひびきコンテナターミナル）ＰＦＩ事業の概要 

 

 

コンテナターミナル  平成１５年度供用開始予定 

の概要       －１５ｍ岸壁（２バース）、－１０ｍ岸壁（２バース） 

          埠頭用地 約４０ヘクタール 

 

事 業 の 内 容   ガントリークレーン等の公共荷捌き施設等の整備及びターミナル全体の運営 

 

整 備 費 ＰＦＩ事業者が行う公共荷捌き施設等の整備費用 約１５０億円  

 

事 業 期 間   ２５年間（平成１５～４０年度） 

 

スケジュール   平成１２年 ５月  北九州市が実施方針公表 

１２月  ＰＳＡ社（シンガポール港他を運営）、新日鐵、上組等 

１７社から成る企業グループを優先交渉者に選定 

平成１３年１２月  北九州市とグループの中核出資者であるＰＳＡ社と 

の間で基本協定締結 

平成１４年度 

１２月末      協定内容の合意確認 

合意確認後速やかに 出資協定締結、運営会社設立、事業実施協定締結 

平成１５年度    供用開始（予定） 

なお、平成１３年８月に都市再生プロジェクト（第２次決定）に選定された。 
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